第6回　大阪府営（仮称）泉佐野丘陵地緑地 運営審議会（概略版）
日時　平成26年3月7日（金）　10:00～12:00
場所　大阪府庁新別館北館１階　会議室兼防災活動スペース２
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行
大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里
うみべの森を育てる会　代表　西台幸子
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　松井弘
◆ 欠席
泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信
大阪市立大学大学院環境都市工学科准教授　嘉名光市
大輪会　川村修市
◆ 傍聴者

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　1名
◆ 次第
1．開会　　10:00～
2．出席者紹介　
3．協議案件　4件　10:05〜11:30

  　①平成25.26年度　運営審議会開催計画（案）
　　②公園の利活用について（案）
　　③平成26年度　パーククラブ・大阪府　現場体制（案）
4．報告案件　3件　11:30〜11:45

　　①泉佐野丘陵緑地管理マニュアル作成について
　　②安全対策について
    ③パーククラブ活動報告(1〜2月)
5．閉会　12:00
＜協議案件＞
· 平成25.26年度　運営審議会開催計画（案）
· 来年度の運営審議会の開催であるが、年間6回の開催を予定している。しかしながら、開設の直前期に回数を詰めて開催する可能性がある。
· 公園の利活用について（案）
· プログラムという言葉を使うのか、コトという言葉を使うのか。おそらくこの2つの言葉を同義語として使っていると思われる。コトなのかプログラムなのか、あるいはコト（プログラム）という表現なのかを定義しておく必要があるだろう。
· 公園への関わり方について。ファンクラブやサポーターのような形で、お金だけ寄付するという関わり方を加えることはできないだろうか。サポーターとしての取材なども、これにあたる。例えばネーミングライツや、大輪会のような企業グループとしての支援などがある。
· パーククラブの中でも、パークレンジャーという関わり方に加えて、寄付などをするパークフレンドという関わり方を設けてはどうか、という話をしている。
· プログラムに参加するとはどういうことなのか、という定義を明確にしなければならない。まず自由な利用方法として、散策やハイキング等の説明をする。その次に、個人と団体に分けて利用方法を説明する。そして、プログラムへの参加方法を説明する。プログラムに関しては、有料のものと無料のものがあることも説明しなければならないだろう。また、予約が必要なプログラムと当日の飛び込み参加が可能なプログラムという分け方もできるはずである。
· 大輪会と共にプログラムを実行してきた経験に基づく提案としては、コラボレーション区域の中に大輪会の森や企業の森を作り、その場所に愛着を持っていただくという方法である。そこで年に何回かプログラムを実施していただき、それをパーククラブでサポートする。
· 開園後に使用するマップには、ここ１年間、あるいは過去３年間で活動してきた内容から、今後１年間で実現することができそうなものを載せたほうがよいだろう。ホームページ上に掲載する情報では、データを加えていけるようにしておくとよい。
· マップに関しては、広場と道になっているところは自由利用とし、それ以外はプログラム利用とする、などの整理をしたほうがよい。また管理マニュアルや安全対策なども一体的に考えて、どのようなマップに仕上げていくのかも検討しなければならない。
· 管理マニュアルなども、外部にどう発信するのかが大切である。他の公園でも見られるような利用原則などを看板として掲げるのか、あるいはパンフレットに入れるのかどうかを整理しなければならない。また禁止看板を極力減らしたいという方向性の中で、原則をどう掲げておくのか、そしてそれがマップとどう連動してくるのかということも整理が必要である。
· パーククラブのホームページに関しては、公園のページからパーククラブのページにリンクするのかどうか、またそれを誰が作るのか。この辺りをパーククラブと相談しながら進めるとよいだろう。いま顕在化しているパーククラブと大輪会の活動内容が詳細にわかるページにリンクさせるのかどうかを検討していただきたい。
· 平成26年度　パーククラブ・大阪府　現場体制（案）
· 運営体制には大きく3つの要素があると考えられ、計画の策定とハードの整備、そしてプログラムの運営である。そしてプログラムには2種類あり、パーククラブ内のみで行われるプログラムと、一般府民向けの開かれたプログラムである。また、パーククラブという組織の運営もある。パーククラブには今、これらの仕事を担っていただいている。そしてそれらとは別に、予算管理や現場の安全管理などの大阪府のみが担っている仕事がある。これらの機能が整理されると、運営体制に関する議論が進めやすくなるだろう。
· 運営審議会の在り方も、改めて明確にしなければならない。決議をする機関と位置づけるならば、運営審議会の回数を減らすことも検討してもよい。運営体制の全体像を捉えながら、これらの議論を進めなければならない。
· 公園づくりを進めながら開園するため、工事管理に加え一般来園者の対応をしなければならない。これが今までの公共事業とは大きく異なる点である。開園後は毎日誰かが自由利用者として歩き回っている。この辺りを含めて整理が必要だろう。
· パーククラブの体制について。これまで12名いた役員を、代表と副代表と事務局のみにする。事務局は、事務局長と次長、会計と会計監査の4名とする。任務としては、パーククラブの専用ページのメンテナンスを行い会員相互の活動内容を共有する。また、活動日の内容を大阪府と調整し、活動日当日の世話人を指名する。
· これまでは会議が多く、役員はその調整と出席による負担が大きかった。それにも関わらず、パーククラブ会議等は参加人数が少ないので、これを大阪府と開催するマネジメント会議に集約し、役員会とパーククラブ会議は廃止する。会議が必要な場合には、大阪府の担当者が朝礼と終礼に必ず出席されるということなので、その際に話し合うこととする。
· 活動日数については、今年と同じで毎月9〜10回実施する予定である。また、これまでは全体活動とグループ活動に分けて活動してきたが、これからはグループという枠を設けず参加したい活動に自由に参加することとする。活動の種類は、水辺の広場や園路を整備する活動、農的な活動、調査活動である。
＜報告案件＞
· 泉佐野丘陵緑地管理マニュアル作成について
· 安全対策について
· 棚田に関して、期間を機械的に考えるのではなく、作物の栽培適正期間との関連性を踏まえながら柔軟に検討しなければならない。花の場合でも、冬を越さなければならない種がある。
· ペットの持込みを、公園全体で禁止することはできないのか。堺市も都市条例で公園を管理しているが、駐車場以外のエリアへのペット持込みを不可としている。
· 一般の方々は、この公園でプログラムが動いているということを認識されていない。例えば公園でパーククラブの方々が伐採などをしている姿を、一般の方々が見ることになる。その時に、一般の方々も木を切りたいと言う可能性がある。この時に管理者は、許可できない理由を逐一説明しなければならない。
· 開園時間も早々に定めた方がよいだろう。一年間を通して同じ開園時間にするのか、夏と冬で変更するのか。これまでの一般的な公園は365日自由利用というルールで開園されているが、そうではないという部分が今回のチャレンジである。
· 例えば身体が不自由な場合はどうすればよいのかなど、色んな問合せが必ずくる。それらに対して、この公園はどういう考え方で運営しているのかを説明できるように準備しておかなければならない。
· パーククラブ活動報告（1〜2月）
· 現場活動に関してはあまり困っていないが、クラブ内の運営に関しては課題が多い。例えば会則を変更しようとしているが、あまり活動に来ないメンバーは実状をあまり知らないため、理解を得ることが難しい。
· 活動報告の中で、豪雪のため活動を中止したという報告があったが、今後プログラムを運営する時も中止の基準を明確にしておくことは重要である。
以上
